
工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知について 

 

令和６年１２月１３日に建設業法等が一部改正され、建設工事の落札者は、「工期又は請負代金

の額に影響を及ぼす事象に関する情報」があると認められる場合には、落札決定日から契約締結

までの間に発注者に対して、当該情報がある旨を通知することが義務付けられました（建設業法

第２０条の２第２項）。 

落札者は、落札決定後から契約締結までの間に下記の事象に該当する場合は、建設業法第２０

条の２第２項に基づく「通知書」を発注者（工事担当課）へ提出してください。 

  

 

実施内容 

○提出対象工事 

 全ての建設工事（２００万円以下の見積工事も含む。） 

 

○通知事項 

【建設業法施行規則第１３条の１４第２項で定める事象】 

・主要な資機材の供給の不足若しくは遅延又は資機材の価格の高騰 

・特定の建設工事の種類における労務の供給の不足又は価格の高騰 

 

○通知方法 

  落札決定から契約締結後までに工事担当課へ提出。（書面またはメール） 

  （見積工事の場合は、契約相手方の決定後、請書等の取り交わしまでに提出。） 

 

○適用日 

  令和７年２月１日 

※通知書の提出の有無をもって、当該契約を変更する担保とはなりません。 

 

◎様式は松山市ホームページに掲載しています。 

トップページ＞市政情報＞入札・契約＞工事や工事に係る委託業務の制度について＞ 

入札・契約制度＞工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知について

（令和７年２月１日） 

http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/denshinyusatsu/kouji/seido/R0702_osore

jouhou.html 

 

参考：本制度の運用に関しては、国土交通省の「発注者・受注者間における建設業法令ガイ

ドライン」を参照のこと。 

http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/denshinyusatsu/kouji/seido/R0702_osorejouhou.html
http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/denshinyusatsu/kouji/seido/R0702_osorejouhou.html

